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【企業庁】

工 業 用 水 道 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,061,127 １ 給水事業所数 63事業所

（前年度予算額） (1,089,100)

２ 契約基本水量 100,649m ／日3

（財源内訳）

給水収益 1,334,422 ３ 使用水量 65,000m ／日3

受取利息 11,600

４ 収支見積額

雑収益 575

1,346,597事業収益 A

1,334,422営 業 収 益

財源充当不要額 396,174

12,175営業外収益

４条予算補填 △ 681,644

財源可能額 1,061,127事業費用 B

うち

減価償却費 D 387,797

資産減耗費 E 3,750営 業 費 用 928,935

雑支出 F 4,627営業外費用 132,192

資金収支差引収支 A-B 285,470

A-B-C+D+E+F 681,390

254たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 984,342 １ 建設改良事業 473,810

（前年度予算額） (671,200) 給水開始以来長期間が経過しており、工業用水道の安定供給

のために、設備更新を計画的に実施する。

また、浄水場運転監視業務の集中監視設備詳細設計を実施す

（財源内訳） る。

企業債 360,000 (1)彦根工業用水道事業改良事業 9,100

・集中監視設備詳細設計

国補助金 100,400 (2)南部工業用水道事業改良事業 464,710

・集中監視設備詳細設計

・排水処理設備更新工事

諸収入 3,000 ・沈殿池傾斜板更新工事

・送水ポンプ電動機更新工事

損益勘定留保 520,942

資金等 ２ 収支見積額

463,400資本的収入 A

984,342資本的支出 B

490,610建設改良費

489,396企業債償還金

2,789国補助金返還金

1,547固定資産購入費

△ 520,942 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 2,450,636千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 2,521,734千円
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（１） 彦 根 工 業 用 水 道 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 191,458 １ 給水事業所数 12事業所

（前年度予算額） (194,037)

（財源内訳） ２ 契約基本水量 37,062m ／日3

給水収益 224,764

３ 使用水量 22,000m ／日3

受取利息 4,060

４ 収支見積額

228,824事業収益 A

財源充当不要額 49,505

224,764営 業 収 益

４条予算補填 △ 86,871

財源可能額 4,060営業外収益

191,458事業費用 B

うち

減価償却費 D 49,478営 業 費 用 167,230

資産減耗費 E 27

24,228営業外費用

資金収支差引収支 A-B 37,366

A-B-C+D+E 86,617

254たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 37,960 １ 建設改良事業 9,100

（前年度予算額） (33,218) (1)彦根工業用水道事業改良事業

浄水場運転監視業務の集中監視設備詳細設計を行う。

（財源内訳） ・集中監視設備詳細設計

諸収入 1,000

損益勘定留保 36,960

資金等

２ 収支見積額

1,000資本的収入 A

37,960資本的支出 B

9,300建設改良費

28,217企業債償還金

443固定資産購入費

△ 36,960 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 327,422千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 820,433千円
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（２） 南 部 工 業 用 水 道 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 869,669 １ 給水事業所数 51事業所

（前年度予算額） (895,063)

（財源内訳） ２ 契約基本水量 63,587m ／日3

給水収益 1,109,658

３ 使用水量 43,000m ／日3

受取利息 7,540

４ 収支見積額

雑収益 575

1,117,773事業収益 A

1,109,658営 業 収 益

財源充当不要額 346,669

8,115営業外収益

４条予算補填 △ 594,773

財源可能額 869,669事業費用 B

うち

減価償却費 C 338,319営 業 費 用 761,705

資産減耗費 D 3,723

雑支出 E 4,627営業外費用 107,964

資金収支

A-B+C+D+E 594,773差引収支 A-B 248,104

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 946,382 １ 建設改良事業 464,710

（前年度予算額） (637,982)

(1)南部工業用水道事業改良事業

給水開始以来長期間が経過しており、工業用水道の安定供給

（財源内訳） のために、設備更新等を計画的に実施する。

企業債 360,000 ・集中監視設備詳細設計

・排水処理設備更新工事

国補助金 100,400 ・沈殿池傾斜板更新工事

・送水ポンプ電動機更新工事

諸収入 2,000

損益勘定留保 483,982

資金等

２ 収支見積額

462,400資本的収入 A

946,382資本的支出 B

481,310建設改良費

461,179企業債償還金

2,789国補助金返還金

1,104固定資産購入費

△ 483,982 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 2,123,214千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 1,701,301千円
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上 水 道 供 給 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 4,047,131 １ 給水市町数 ８市３町

（前年度予算額） (4,232,800)

２ 基本水量 189,310m ／日3

（財源内訳）

給水収益 5,479,298 ３ 使用水量 131,726m ／日3

受取利息 26,600 ４ 収支見積額

他会計補助金 398,891 5,906,654事業収益 A

雑収益等 1,865 5,479,298営 業 収 益

427,356営業外収益

4,047,131事業費用 B

うち

減価償却費 D 1,717,298財源充当不要額 1,809,532 3,346,407営 業 費 用

資産減耗費 E 92,234

４条予算補填 △ 3,669,055

財源可能額 700,724営業外費用

資金収支

1,859,523差引収支 A-B

A-B-C+D+E 3,668,477

578たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 5,662,202 １ 建設改良事業 2,397,850
（前年度予算額） (4,505,200)

(1)南部上水道供給事業拡張事業 565,000
「湖南水道広域圏に係る広域的水道整備計画」に基づき、

（財源内訳） 拡張事業を実施する。
・排水処理設備更新工事

企業債 1,768,400 ・送水管布設工事
・馬渕浄水場場内配管および建築工事
・西部幹線服部・笠原工区測量調査設計

国補助金 136,000

(2)設備更新等事業 1,792,020
県出資金 180,898 施設の老朽化に対処するため更新工事等を実施する。また、

浄水場運転監視業務の集中監視設備詳細設計を実施する。
・集中監視設備詳細設計

諸収入 40,830 ・排水処理設備更新工事
・分水設備更新工事
・山脇調整池改築工事

損益勘定留保 3,536,074 ・特高受電気設備更新工事
資金等 ・高圧受変電設備更新工事

(3)東南部上水経営基盤強化施設整備事業 40,830
県営用水供給事業の統合に向けた施設整備を行う。
・緊急連絡管工事負担金

(4)地震対策事業 (再掲)506,700
・管理本館耐震診断および耐震補強実施設計
・浄水施設耐震化等検討調査業務委託
・緊急連絡管（南部～中部間）布設工事
・山脇調整池付帯施設工事

２ 収支見積額

2,126,128資本的収入 A

5,662,202資本的支出 B

2,491,000建設改良費

2,720,942企業債償還金

他会計償還金 439,076

11,184固定資産購入費

△ 3,536,074 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債等借入金残高見込み 19,207,145千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 4,874,829千円
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（１） 南 部 上 水 道 供 給 事 業 会 計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,418,313 １ 給水市町数 ５市

（前年度予算額） (1,459,241)

２ 基本水量 81,100m ／日3

（財源内訳）

給水収益 1,962,806 ３ 使用水量 56,631m ／日3

受取利息 15,960 ４ 収支見積額

1,978,766事業収益 A

1,962,806営 業 収 益

15,960営業外収益

財源充当不要額 586,199 1,418,313事業費用 B

うち

減価償却費 D 571,162４条予算補填 △ 1,146,652 1,270,124営 業 費 用

資産減耗費 E 15,037財源可能額

148,189営業外費用

資金収支

560,453差引収支 A-B

A-B-C+D+E 1,146,074

578たな卸資産 C

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 2,026,239 １ 建設改良事業 1,379,320

（前年度予算額） (2,035,010) (1)南部上水道供給事業拡張事業

「湖南水道広域圏に係る広域的水道整備計画」に基づき、

拡張事業を実施する。

（財源内訳） ・排水処理設備更新工事

・送水管布設工事

企業債 393,000 ・馬渕浄水場場内配管および建築工事

・西部幹線服部・笠原工区測量調査設計

国補助金 136,000 (2)南部上水道供給事業改良事業

・集中監視設備詳細設計

・排水処理設備更新工事

県出資金 136,000 ・分水設備更新工事

・山脇調整池改築工事

・ろ過池排水サイフォン更新工事

諸収入 40,830 ・甲西幹線正福寺ライン移設工事

(3)地震対策事業

・管理本館耐震診断および耐震補強実施設計

損益勘定留保 1,320,409 ・浄水施設耐震化等検討調査業務委託

資金等 ・緊急連絡管（南部～中部間）布設工事

・山脇調整池付帯施設工事

２ 収支見積額

705,830資本的収入 A

2,026,239資本的支出 B

1,441,800建設改良費

578,628企業債償還金

5,811固定資産購入費

△ 1,320,409 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債借入金残高見込み 6,379,174千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 2,741,470千円
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（２）東南部(中部地区)上水道供給事業会計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,494,612 １ 給水市町数 ２市３町

（前年度予算額） (1,568,155)

２ 基本水量 75,040m ／日3

（財源内訳）

給水収益 2,241,862 ３ 使用水量 52,968m ／日3

受取利息 5,320 ４ 収支見積額

他会計補助金 222,000 2,469,182事業収益 A

2,241,862営 業 収 益

財源充当不要額 669,673 227,320営業外収益

４条予算補填 △ 1,644,243 1,494,612事業費用 B

財源可能額

うち

減価償却費 C 598,222営 業 費 用 1,181,510

資産減耗費 D 71,451

313,102営業外費用

資金収支

A-B+C+D 1,644,243差引収支 A-B 974,570

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

１ 建設改良事業 705,130

当初予算見積額 2,343,539 (1)設備更新事業

（前年度予算額） (1,512,586) 施設の老朽化に対処するため更新工事等を実施する。

・集中監視設備詳細設計

・特高電気設備更新工事

（財源内訳） ・分水電気設備・弁更新工事

・制水弁更新工事

企業債 933,600

損益勘定留保 1,409,939 (2)東南部上水経営基盤強化施設整備事業

資金等 ・緊急連絡管工事負担金

(3)地震対策事業

・日野川水管橋耐震補強工事

２ 収支見積額

933,600資本的収入 A

2,343,539資本的支出 B

724,400建設改良費

1,248,761企業債償還金

他会計償還金 368,672

1,706固定資産購入費

△ 1,409,939 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債等借入金残高見込み 7,281,858千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 1,090,301千円
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（３）東南部(甲賀地区)上水道供給事業会計
単位：千円

収 益 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,134,206 １ 給水市町数 １市

（前年度予算額） (1,205,404)

２ 基本水量 33,170m ／日3

（財源内訳）

給水収益 1,274,630 ３ 使用水量 22,127m ／日3

受取利息 5,320 ４ 収支見積額

他会計補助金 176,891 1,458,706事業収益 A

雑収益 1,865 1,274,630営 業 収 益

184,076営業外収益

1,134,206事業費用 B

財源充当不要額 553,660

うち

減価償却費 C 547,914営 業 費 用 894,773

資産減耗費 D 5,746４条予算補填 △ 878,160

財源可能額

239,433営業外費用

資金収支

A-B+C+D 878,160差引収支 A-B 324,500

※４条予算補填財源可能額の△は資金余剰を示す。
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単位：千円

資 本 的 支 出 説 明

当初予算見積額 1,292,424 １ 建設改良事業 313,400

（前年度予算額） ( 957,604) 設備更新事業

施設の老朽化に対処するため更新工事等を実施する。

・集中監視設備詳細設計

（財源内訳） ・高圧受変電設備更新工事

・沈澱池流量計更新工事

企業債 441,800 ・ろ過池壁面改修工事

県出資金 44,898

損益勘定留保 805,726

資金等

２ 収支見積額

486,698資本的収入 A

1,292,424資本的支出 B

324,800建設改良費

893,553企業債償還金

他会計償還金 70,404

3,667固定資産購入費

△ 805,726 損益勘定留保資金等で補填差引収支 A-B

※年度末企業債等借入金残高見込み 5,546,113千円

※年度末損益勘定留保資金等残高見込み 1,043,058千円
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